
到来が早かった、今年の春。
例年より早く、エゾムラサキツツジやキタコブシ、エゾ
エンゴサクなどの春の花が咲き、村内を彩っています。
現在 (4/25)、エゾヤマザクラも咲き始め、ゴールデンウ
ィーク頃には、見頃を迎えているのではないでしょうか？
春の行楽に、ＧＷのお出かけに、どうぞ開拓の村へ。
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イチオシ ichi‐oshi

ＧＷイベント

EVENT イベント

５月３日（日）～６日（水）の期間は、
ゴールデンウィークイベントを開催！
端午の節句にちなんだ「こいのぼりの掲
揚」や紙芝居・南京玉すだれを見ること
ができる「大道芸人の実演」、剣道・居
合道などを体験できる「武道体験」など
盛り沢山！この他にも家族みんなで楽し
めるイベントを多数ご用意しております
ので、GWは是非、開拓の村へ！
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卒業・入学の記念に、写真館で写真
を撮られた方も多いのではないでし
ょうか。

今はデジタル技術が進化し、撮影も
明るさの調整もカメラ１台。
短時間で無理なく撮影ができます。

そのような技術が無い時代、ちょっ
と変わった道具が、被写体を助けて
いました。

カメラに光を取り込み、撮影される
までの間、頭を動かしてはいけませ
ん。それを補助するために、首おさ
え器という道具が使われました。

ビシッと決めた歴史上の人物の写真
も、撮影の裏ではこのような道具を
使っていたことでしょう。
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最後までお読みいただきありがとうございました。     　（発行：一般財団法人北海道歴史文化財団　2026.4）
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おしらせ　　　　　　　　　　　　　　　　NEWSボランティアが活動中です︕︕
今月１８日（土）より、開拓の村
ボランティアの夏期活動が開始と
なりました。

今年は総勢 163 名が、開拓の村の
休館日を除き１１月３日（火）ま
で、皆様をお出迎えしています。

人気のある最長 90 分のガイドツ
アーでは、様々な視点で明治から
昭和初期頃の北海道をご紹介する
ほか、活版印刷やわら細工のミニ
体験では、仕組みややり方を丁寧
に教えてくれますよ！

ボランティアは半纏を着用し（猛
暑時を除く）活動しておりますの
で、ぜひ気軽にお声がけください。
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